
JP 2009-289725 A 2009.12.10

10

(57)【要約】
【課題】照明装置のデザインの自由度が向上し、さらに
多方向への自然対流を行うことで放熱効率も向上した照
明装置及び放熱機構を提供する。
【解決手段】本発明は、照明装置及びその放熱機構に関
するものであり、放熱機構は、１つ以上の熱伝導部材と
互いに重ね合わされた複数の放熱部を備える。各放熱部
は、開口部を有する略円錐形状のフィンと、そのフィン
に連接された複数の突出部とを備え、放熱部の１つ以上
の突出部は、隣接する放熱部の突出部に連接され、１つ
以上の帯状平面を形成し、その平面状に熱伝導部材が配
置可能となる。また、熱伝導部材のもう一端が熱源に連
接されることで、照明装置が構成されることを特徴とす
る。
【選択図】図９Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの熱伝導部材と、
　開口部を有する略円錐形状部と、前記熱伝導部材が配置される面が設けられた、前記略
円錐形状部に連接される突出部とを有する、少なくとも１つの放熱部と、を備え、
　前記放熱部の前記開口部が、空気流路として機能することを特徴とする放熱機構。
【請求項２】
　前記熱伝導部材は、熱源に連接されていることを特徴とする請求項１に記載の放熱機構
。
【請求項３】
　前記熱源は、前記熱伝導部材に直接配置されるか、または前記熱伝導部材に、キャリア
を介して連接され、前記キャリアは、前記熱源を配置可能な面を有することを特徴とする
請求項２に記載の放熱機構。
【請求項４】
　前記熱伝導部材と前記キャリアとは、金属または非金属の高熱伝導性材料からなること
を特徴とする請求項３に記載の放熱機構。
【請求項５】
　各前記放熱部は、互いに重ね合わされて、突出端と凹端とを有する多層構造を構成し、
前記熱源は、前記突出端または前記凹端に配置されることを特徴とする請求項２に記載の
放熱機構。
【請求項６】
　前記空気流路を通り前記熱源に空気流を導くために、前記熱源の反対側に配置されるフ
ァンをさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の放熱機構。
【請求項７】
　前記熱伝導部材が、正方形、円形、楕円形、または長方形の断面を有し、中空または非
中空の構造を有することを特徴とする請求項１に記載の放熱機構。
【請求項８】
　前記熱伝導部材は、熱伝導パイプまたは熱伝導体であることを特徴とする請求項１に記
載の放熱機構。
【請求項９】
　前記放熱部は、金属プレスにより形成され、角錐形、円錐形、または傘型の非対称構造
であることを特徴とする請求項１に記載の放熱機構。
【請求項１０】
　前記突出部は、隣接する前記突出部に対し位置決めしそれに連接するための留め具を有
することを特徴とする請求項１に記載の放熱機構。
【請求項１１】
　前記突出部は、平坦または段状の折曲部を備えることを特徴とする請求項１に記載の放
熱機構。
【請求項１２】
　前記突出部の表面は、空気流の移動を加速する貫通孔を有することを特徴とする請求項
１に記載の放熱機構。
【請求項１３】
　前記突出部は、前記略円錐形状部の端に対称的または非対称的に配置されることを特徴
とする請求項１に記載の放熱機構。
【請求項１４】
　前記放熱部の表面は、放熱を促進するために、陽極処理または高熱放射材料塗付により
物理的または化学的に処理されるか、または微細構造を有することを特徴とする請求項１
に記載の放熱機構。
【請求項１５】
　前記放熱部は、複数の穿孔をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の放熱機構
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。
【請求項１６】
　前記略円錐形状部は、複数のフィンまたは単一の環状フィンにより形成されることを特
徴とする請求項１に記載の放熱機構。
【請求項１７】
　隣接する前記略円錐形状部間にすき間があり、前記すき間に空気流が通ることを特徴と
する請求項１に記載の放熱機構。
【請求項１８】
　熱伝導部材と、
　開口部を有する略円錐形状部と、前記熱伝導部材が配置される面が設けられた、前記略
円錐形状部に連接される突出部とを有する、１つ以上の互いに重ね合わされた放熱部と、
　前記熱伝導部材と連接された熱源と、を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項１９】
　前記熱源は、前記熱伝導部材に直接配置されるか、またはキャリアを介して前記熱伝導
部材に連接され、前記キャリアは、前記熱源を配置可能な面を有することを特徴とする請
求項18に記載の照明装置。
【請求項２０】
　前記熱伝導部材と前記キャリアとは、金属または非金属の高熱伝導性材料からなること
を特徴とする請求項19に記載の照明装置。
【請求項２１】
　前記熱伝導部材は、熱伝導パイプまたは熱伝導体であることを特徴とする請求項18に記
載の照明装置。
【請求項２２】
　空気流路を通り前記熱源に空気流を導くために、前記熱源の反対側に配置されるファン
をさらに備えることを特徴とする請求項18に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置及びその放熱機構に関し、特に熱伝導部材と略円錐形状の放熱機構
とを組み合わせた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放熱板は、アルミ押出し、金属鋳造、または金属鍛造で加工される。しかしなが
ら、このような製造工程では、高コスト、超過重量、複雑な工程、大容積、自然対流の非
効率性などの不都合がある。これらの問題のため、別の製造工程では、機械プレスを用い
て、いくつかのフィンを重ね合わせることで、放熱板を形成する。
【特許文献１】米国特許出願公開第２００８／０２４０６７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、ほとんどの放熱板は、重ね合わせた平板のフィンで形成されるため、そのよう
なデザインでは、形状が制限されてしまい、その結果、空気流の方向も、フィンの重ね合
わされた方向と並行な方向に制限されてしまう。そのため、この種の放熱板では、放熱す
るために多方向への自然対流を行う目的を実現することができない。
【０００４】
　上述の課題を鑑みて、本発明は、照明装置及びその放熱機構を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述の課題を解決するために、本発明では、少なくとも１つの熱伝導部材と複数の放熱
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部とを備える放熱機構を開示する。各放熱部は、略円錐形状部を備え、前記略円錐形状部
は、開口部及び前記略円錐形状部に連接された複数の突出部を有する。放熱部の少なくと
も１つの突出部が、隣接する放熱部の突出部に連接されることにより、１つ以上の帯状の
面を形成し、熱伝導部材の一端がその上に配置可能となり、さらに放熱部の開口部が互い
にされ、空気流路を形成する。
【０００６】
　熱源は、熱伝導部材上に直接配置されるか、または熱源をプレート上に配置可能なよう
にキャリアに前記プレートを設け、前記キャリアを介して熱伝導部材と連接される。熱伝
導部材の断面は、正方形、丸、楕円、または長方形であり、熱伝導部材は、中空構造また
は非中空構造である。熱伝導部材は、熱伝導パイプまたは熱伝導体であることが好ましい
。熱伝導部材とキャリアとは、金属または非金属の高熱伝導性材料からなる。
【０００７】
　放熱部は、互いに重なり合い、突出端及び凹端を有する多層構造を形成し、また熱源は
、熱伝導部材と連携することで、突出端または凹端に配置される。さらに、放熱機構は、
多層構造の一端上に配置された熱源の反対側に配置され、放熱部の開口部により形成され
る空気流路を介して熱源に空気流を導くための、ファンを備える。
【０００８】
　放熱部は、金属プレスにより形成される。好適には、放熱部は、角錐型、円錐型、また
は傘型の非対称構造であるのが良い。
【０００９】
　突出部は、任意で、隣接する前記突出部に対し位置決めしそれに連接するための留め具
と、空気流の移動を加速する貫通孔とを備える。好適には、突出部は、平坦または段状に
折れ曲った部分を有するのが良い。複数の突出部は、対称または非対称に、略円錐形状部
の端に配置される。
【００１０】
　放熱部の表面は、放熱を促進するため、例えば陽極処理または熱放射材料塗布などの、
物理的または化学的に加工されるが、それらに限定されるものではない。また、放熱部表
面が、微細構造を有することも可能である。
【００１１】
　さらに、放熱部は、複数の穿孔を備える。略円錐形状部は、複数のフィンまたは単一の
環状フィンにより形成される。
【００１２】
　好適には、熱源は、発光ダイオード（LED）、レーザーダイオード、有機発光ダイオー
ド（OLED）、またはその他の半導体発光源であるのが良い。
【００１３】
　上記を実現するため、本発明に係る照明装置は、熱伝導部材、多層構造、及び熱源を備
える。多層構造は、互いに重なり合った複数の放熱部を備える。各放熱部は、略円錐形状
部を備え、前記略円錐形状部は、開口部及び前記略円錐形状部に連接された複数の突出部
を有する。熱伝導部材は、突出部により形成されるプレート上に配置される。熱源は、熱
伝導部材と連接される。
【００１４】
　熱源は、熱伝導部材上に直接配置されるか、または熱源をプレート上に配置可能なよう
にキャリアに前記プレートを設け、前記キャリアを介して熱伝導部材と連接される。多層
構造は、突出端と凹端を備え、また熱源は、熱伝導部材と連携することで、前記突出端ま
たは凹端に配置される。さらに、放熱機構は、多層構造の一端上の熱源と反対側に配置さ
れ、放熱部の開口部により形成される空気流路を介して、熱源に空気流を導くための、フ
ァンを備える。
【００１５】
　好適には、光源は、発光ダイオード、レーザーダイオード、有機発光ダイオード（OLED
）、またはその他の半導体発光源であるのが良い。
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【００１６】
　さらに、照明装置は、放熱機構の外側に配置された透明な筐体と、光源を備える。透明
な筐体は、任意で、１つ以上の通風孔を備えても良い。
【００１７】
　さらに、照明装置は、放熱機構を固定する固定部を備える。固定部は、第１部分及び第
２部分からなり、照明装置は、さらに、第１部分と第２部分との間に形成される空間に配
置される電気部品を備える。当然ながら、
光源が交流用LEDである場合、電気部品は必要ない。第１部分は、任意で、複数の貫通孔
を有する。
【００１８】
　さらに、照明装置は、電源コネクタを備え、前記電源コネクタの型は、E10/E11、E26/E
27、またはE39/E40である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明により、照明装置のデザインの自由度が向上し、さらに多方向への自然対流を行
うことで放熱効率も向上した照明装置及び放熱機構が提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明は、以下の詳細な説明から明らかであり、添付の図面を参照しながら説明を行う
。同じ符号は同じ構成要素に関連している。
【００２１】
　本発明に関して、放熱機構は、１つ以上の互いに重ね合わされた放熱部を備え、熱伝導
部材と連繋される放熱機構は、多方向への自然対流を提供することができる。好適には、
放熱部は、金属プレスで形成され、実際の要求を満足し、異なる厚さを有する様々な材料
からなる。放熱部10は、開口部12を有する略円錐形状部11と、略円錐形状部11の端に連接
された複数の突出部13とを備える。放熱部10は、図１Ａ及び図１Ｂに示す、傘型角錐構造
または円錐構造とすることが可能である。また、放熱部10は、図２Ａ及び図２Ｂに示す、
略円錐形状を２分割した非対称構造とすることも可能である。
【００２２】
　図１Ａを参照すると、放熱部10の各突出部13は、それぞれ両側に配置された２つの留め
具131を有する。突出部13は、表面上に、貫通孔132を有する段状の折曲部を備え、貫通孔
132は、空気流の動きを加速することができる。当然ながら、留め具131と貫通孔132とは
、製品の要求に応じて、任意で使用される。
【００２３】
　ユーザの要求に関して、放熱部10は、折曲部を２つ、３つ、６つなどと設けるような、
対称的または非対称的に設計することができる。折曲部は、熱を略円錐形状の放射表面へ
移動させるため、熱源と連接する熱伝導部材と接触している。図１Ｂは、放熱部10の突出
部13は、貫通孔132を有さない段状の折曲部である。
【００２４】
　また、放熱部10の表面を、さらに、表面処理で加工するか、または微細構造にすること
ができる。放熱領域拡大と放熱効率向上のため、微細構造は、陽極処理または高熱放射材
料塗付などの、物理的または化学的な加工により形成可能である。
【００２５】
　また、放熱部10は、さらに、図１Ａに示すように、放熱領域を拡大するため、及び中央
の開口部12に空気流を導くために、複数の穿孔14を備える。略円錐形状部11は、図１Ａに
示すような複数のフィン、または図１Ｂに示すよう単一の環状フィンにより形成可能であ
る。
【００２６】
　図１Ａに示すような放熱部10が互いに重なり合って形成されている場合、煙突型の放熱
機構が、図３のように形成可能である。放熱部10が互いに重なり合って形成される際に、
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折曲部は互いに近接して、図４Ａ及び図４Ｂに示すような面Ａを形成する。面Ａにより、
熱伝導部材が、面Ａ上に配置可能であり、伝熱媒体としての機能を果たす。折曲部は、１
つの段差を有する折曲部または段状の折曲部として設計可能であり、図４Ａに示すように
、ある折曲部の段差部分に、別の折曲部を設けることができる。また、折曲部は、図４Ｂ
に示すように、平坦な折曲部にすることもできる。任意で、図３に示すように、隣接する
折曲部を位置決めして連接するために、折曲部は、留め具131を備えることも可能である
。それにより、複数の放熱部は、互いに重ね合わせていく際に、互いに位置決めをして連
接することができる。
【００２７】
　上記した複数の放熱部を組み立てた後、複数の放熱部の開口部は互いに連接され、図３
に示すような中央の空気流路Ｐを形成する。隣接する２つの略円錐形状部間にすき間があ
り、空気流がそのすき間を通り抜けることができる。そのため、冷たい空気流が放熱機構
の表面を通ることで放熱を行う。空気流路Ｐは、その構造的特徴により、放熱部の略円錐
形状部11の表面を通る空気流の移動を加速することができる。
【００２８】
　図５Ａ及び図５Ｂを参照すると、多層構造１は、互いに重ね合わされた複数の放熱部10
を備えている。複数の放熱部10が重ね合わされていく際に、折曲部は互いに近接して面を
形成する。Ｎ個の折曲部を有する放熱部10は、Ｎ個の帯状の面Ａを形成し、複数の熱伝導
部材51が帯状の面Ａ上に配置される。熱伝導部材51は、１つ以上の熱源52に直接取り付け
可能か、またはキャリアを介して熱源52と連接可能である。多層構造１は、さらに、突出
端と凹端とを備え、熱源52は、図５Ａに示すように、突出端に配置されるか、または図５
Ｂに示すように凹端に配置される。熱源52として、発光ダイオード（LED）、レーザーダ
イオード、または有機発光ダイオード（OLED）のような半導体発光源が可能である。
【００２９】
　熱伝導部材51の断面は、正方形、丸、楕円、または長方形であり、熱伝導部材51は、熱
伝導パイプまたは熱伝導体のような中空構造または非中空構造である。また、熱伝導部材
51は１つ以上使用される。本発明に係る放熱機構の熱伝導部材51を、いくつか使用した例
を図６Ａ～図６Ｄに示す。熱伝導部材51の数は、製品要求または機能要求により決定され
る。
【００３０】
　図７を参照すると、本発明に係る放熱機構はキャリア71を備え、キャリア71は面を有し
、その面上に１つ以上の熱源52が配置される。熱伝導部材51は、キャリア71と連接され、
多層構造１は、互いに重ね合わされた複数の放熱部10を備える。熱源から発生する熱を素
早く放熱部10に移動できるようにするため、熱伝導部材51及びキャリア71は、金属または
非金属の高効率の熱伝導性材料からなる。それにより、略円錐形状部11を介して放熱され
る。
【００３１】
　また、本発明に係る放熱機構は、さらに、図８Ａ及び図８Ｂに示すようなファン81を備
える。放熱機構は、多層構造１、複数の熱伝導部材51、及びファン81を備える。図８Ｂは
、図８Ａに示めす放熱機構の空気流を表した概略図である。ファン81及び熱源52は、多層
構造１の一側及び他側にそれぞれ配置される。ファン81が突出端に配置され、熱源52がそ
れに対応する凹端に配置される場合、ファン81から発生する空気流は、熱源52から発生す
る熱を拡散するため、互いに連接された放熱部の開口部により形成される空気流路Ｐを通
り抜ける。その結果、空気流が略円錐形状部11の表面を通り、放熱機構から熱を奪い去る
。
【００３２】
　図８Ｃ及び図８Ｄを参照すると、ファン81は、多層構造１の凹端に配置され、熱源52が
突出端に配置される。図８Ｃと図８Ｄとの違いは、熱源52から発生する熱を拡散するため
に空気流路を通り抜ける、ファン81で発生される空気流であり、その空気流の外側が、中
央の空気流路Ｐに入ってくることもでき、略円錐形状部11の表面に蓄積された熱を、空気
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流路Ｐを介して拡散する。
【００３３】
　本発明によると、傘型放熱部の放熱領域は、従来型の放熱板より大型である。そのため
、熱源から発生する熱が、熱伝導により素早く放熱部に移動され、多方向の空気流が、熱
対流により導かれることが可能である。物理法則である熱上昇により発生する空気流の対
流で、熱が外側に発散される。
【００３４】
　図９Ａ及び図９Ｂを参照すると、本発明に係る照明装置の実施形態は、熱伝導部材51、
多層構造１、ファン81、熱源52、透明カバー91、固定部92、電気部品93、及び電源コネク
タ94を備える。熱源52は、１つ以上の光源を備え、光源は、発光ダイオード（LED）、レ
ーザーダイオード、または有機発光ダイオード（OLED）、またはその他の半導体発光源で
ある。電源コネクタ94は、E10/E11、E26/E27、またはE39/E40である。当然ながら、光源
が交流用LEDである場合、電気部品93を省くことができる。透明カバー91は、さらに、複
数の通気孔911を備え、空気流量を増やして温度を下げることで、放熱機構を冷却する効
果を発揮するように、通気孔911は透明カバー93の周囲に設けられる。当然ながら、これ
らの通気孔911は、製品要求に応じて、任意で使用される。固定部92は、第１部分921と第
２部分922を備え、電気部品93は、第１部分921と第２部分922との間に形成される空間920
に設けることができる。熱伝導部材51、ファン81、多層構造１、及び熱源52の組み合わせ
は、係合または他の同様の方法で、第２部分922の表面に固定可能である。複数の貫通孔9
211は、第１部分921上に設けることができる。また、熱伝導部材51は、キャリア（図示せ
ず）と連接可能であり、キャリアは面を有し、その面上に熱源52を設けることができる。
それにより、熱源52は、キャリアを介して放熱可能である。
【００３５】
　図９Ｂに示すように、照明装置は、開口部12を上として垂直方向に設置される、または
開口部12を下として垂直方向に設置されることで、中央の空気流路Ｐにおいて煙突効果が
発生する。煙突効果は、対流及び放熱の効果の向上に有効である。図10Ａは、開口部12を
上として垂直方向に設置される照明装置を示す図である。低温の空気流が、透明カバー91
の通気孔911から、第１部分921、放熱部間のすき間を通り抜け、最終的に、中央の空気流
路Ｐで合流する。そのため、空気流が、放熱機構の略円錐形状部11の表面を通り、伝熱及
び熱対流により放熱を行う。図10Ｂは、開口部12を下として垂直方向に設置される照明装
置を示す図であり、空気流の方向が、図10Ａの空気流の方向と反対となっている。また、
照明装置が水平状態においても、空気流が放熱機構の略円錐形状部11の表面を通ることが
できる。図10Ｃに示すように、空気流は、下側の通気孔911から、照明装置内の中央の空
気流路Ｐに流入し、上側の通気孔911から排出される。本発明に係る照明装置の放熱機構
は、どのような姿勢においても使用可能である。
【００３６】
　要するに、本発明に係る照明装置及び放熱機構は、どのような向きにでも設けることが
でき、多方向への自然対流を発生する。それにより、本発明は、煙突効果のようなものを
発生させ、中央の空気流路からの放熱を促進できる。また、本発明に係る放熱機構は、薄
板金属プレスと、それらを互いに重ね合わされて形成される。従来の放熱板と比較すると
、本発明に係る放熱機構は、放熱領域の増大、使用材料の低減、エネルギー及びコストの
節約の利点を有する。さらに、放熱機構は、放熱効果を促進するように、ファン及び熱伝
導部材も有する。
【００３７】
　また、本発明に係る放熱機構は、折曲部を有する複数の互いに重ね合わされた放熱部を
備える。放熱部が互いに重ね合わされる一方で、隣接する放熱部において複数の側面に設
けられた折曲部は、互いに近接し面を形成することで、その面上に、熱伝導部材を設ける
ことができる。複数の熱伝導部材は、放熱機構の周囲に設けられ、熱源と連接される。そ
の結果、多方向への対流による放熱効果を得ることができる。
【００３８】
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　現在のところ考えられる最も実践的で最良の実施形態に関して、本発明を説明してきた
が、本発明は開示した実施形態のみに限定されるものではなく、反対に、添付した請求項
の思想及び範囲内において、様々な改善や同等の変更を内包する意図を有している。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
　本発明に関して、添付の図面に関連する、詳細な説明と実施例とを読むことで、さらに
理解が深まる。
【図１Ａ】本発明に係る放熱機構の１つの放熱部に関する斜視図である。
【図１Ｂ】本発明に係る放熱機構の他の放熱部に関する斜視図である。
【図２Ａ】本発明に係る放熱機構の１つの放熱部に関する上面図である。
【図２Ｂ】本発明に係る放熱機構の他の放熱部に関する上面図である。
【図３】図１Ａに示す複数の放熱部を組み立ててなる放熱機構の斜視図である。
【図４Ａ】図３に示す放熱機構の複数の折曲部が、異なる方法１で重ね合わされている概
略図である。
【図４Ｂ】図３に示す放熱機構の複数の折曲部が、異なる方法２で重ね合わされている概
略図である。
【図５Ａ】本発明に係る熱源及び放熱構造の異なる組み立て方法１を用いた際の斜視図で
ある。
【図５Ｂ】本発明に係る熱源及び放熱構造の異なる組み立て方法２の斜視図である。
【図６Ａ】本発明に係る放熱構造の熱伝導部材を、複数用いた場合１の斜視図である。
【図６Ｂ】本発明に係る放熱構造の熱伝導部材を、複数用いた場合２の斜視図である。
【図６Ｃ】本発明に係る放熱構造の熱伝導部材を、複数用いた場合３の斜視図である。
【図６Ｄ】本発明に係る放熱構造の熱伝導部材を、複数用いた場合４の斜視図である。
【図７】本発明に係るキャリアを備える放熱構造の斜視図である。
【図８Ａ】本発明に係る、ファン、熱源、及び放熱構造の様々な組み立て方法１を用いた
際の概略図である。
【図８Ｂ】図８Ａに示す本発明の放熱構造における空気流の概略図である。
【図８Ｃ】本発明に係る、ファン、熱源、及び放熱構造の様々な組み立て方法２を用いた
際の概略図である。
【図８Ｄ】図８Ｃに示す本発明の放熱構造における空気流の概略図である。
【図９Ａ】組み立て前の本発明に係る照明装置の分解図である。
【図９Ｂ】組み立て後の本発明に係る照明装置の斜視図である。
【図１０Ａ】開口部を上として垂直方向に設置される場合の本発明に係る図９Ｂの照明装
置における空気流の概略図である。
【図１０Ｂ】開口部を下として垂直方向に設置される場合の本発明に係る図９Ｂの照明装
置における空気流の概略図である。
【図１０Ｃ】水平での本発明に係る図９Ｂの照明装置における空気流の概略図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　多層構造
　10　　　放熱部
　11　　　略円錐形状部
　12　　　開口部
　13　　　突出部
　131　　 留め具
　132　　 貫通孔
　14　　　絞り
　51　　　熱伝導部材
　52　　　熱源
　71　　　キャリア
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　81　　　ファン
　91　　　透明カバー
　911　　 通気孔
　92　　　固定部
　93　　　電気部品
　94　　　電源コネクタ
　Ａ　　　面
　Ｐ　　　空気流路

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図６Ｄ】

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図８Ｃ】

【図８Ｄ】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】

【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】



(13) JP 2009-289725 A 2009.12.10

【図１０Ｃ】



(14) JP 2009-289725 A 2009.12.10

フロントページの続き

(72)発明者  張　立唐
            台湾桃園縣龜山郷山鶯路２５２號
Ｆターム(参考) 3K014 AA01  LA01  LB03  LB04 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

